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領域統計研究系
平滑化法における推定量の性能
柳 本 武 美
 1．序
 回帰モデル
               ツF9（タ／m）十ε｛， εドM（O，σ2）
においてμ＝（μ、，．．．，μ）’＝（g（1／m），．．．，g（1））とσ2を推定する問題を考える．ここでは関数g（・）と
して母数モデルを仮定しだいで，g（・）が滑らかに変化すると一いう仮定をおく．この問題は平滑化法あ
るいはノソパラメトリック回帰として理解され，多くの手法が提示されているが，それらの性能の比較
研究は十分てたい．
